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或る 

① 岸和田城
天守閣は慶長時代（1596-1615） 小出秀政によって建
てられました。その後、1640年に城主となった岡部宣
勝から岡部長職まで230年間、岡部家１３代に亘り占有
されました。

② 三の丸神社
元禄時代 (1688-1704)に, 京都府伏見稲荷大社から穀
物の神を祀る稲荷神社が岸和田へ伝えられました。そし
て城主は町民や農民にもお参りすることを許しました。
人々はそのような機会を与えられてとても喜び、太鼓や
三味線に合わせて、好きなように踊りました。これが今
日のだんじり祭り曳行の始まりと言われています。

③ 五風荘
この大きな回遊式日本庭園は、二世寺田利吉によって設
計され、１０年の歳月を経て1939年に完成しました。 
この庭は岸和田城「新御茶屋」と「薬草園」の跡地に造
られたものです。

④ 天性寺蛸地蔵
南海本線蛸地蔵駅から海の方向へ約300メートの所に
建っている人目を引くお寺に、皆さん興味を持たれる
ことでしょう。 このお寺は天性寺 地蔵堂で、日本
で一番大きな地蔵寺の一つです。（地蔵は子どもを守る
神様である地を略したものです。） 参道の左側に立っ
ている石碑は江戸時代（1603-1868）の有名な書家で
ある池大雅によって書かれたと言われている「蛸地蔵」
の文字が刻まれています。寺の本堂の北東角にある小
さな御堂に祀られている小さな石像は、岸和田市の無
形文化財に指定されています。岸和田市で現存する最
古の石造物です。

⑤ 岸和田だんじり会館
実物のだんじりと大型マルチビジョンによる映像で
「岸和田だんじり祭」の迫力をリアルに紹介していま
す。また、だんじり大工と彫物師の匠を紹介していま
す。だんじりの大屋根に乗る体験や、鳴り物の体験が
できます。また３D だんじりビジョンでは、迫力満点
の映像を楽しめます。

⑥ 本町の伝統的な町並み
岸和田市のこの地区では旧紀州街道、南北５００メー
トル、東西２００メートルに広がる城下町の古い町並
みが保存されています。
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岸和田だんじり祭り 

 

岸和田だんじり祭りは、元禄時代（1688-1704）岸和田城の殿様であった岡部長泰公が、五穀豊

穣を祈願するために行われた、稲荷祭（穀物の神の祭り）にその起源を発していると言われてい

ます。 

その祭りの日には、城門が一般に開放され、町民は城内にだんじりを曳き入れ、殿様の前でいろ

いろな芸事を演じて見せました。 

 後にだんじり祭りは三郷とよばれた商民、農民、漁民の三つの町全体の祭りとなり、多くの町

民にとっては、最大の喜びであり、大いに人々の人気を博しました。 また昔は興奮が競争にな

り、各々のだんじりが競い合い、時にはぶつかりあい、壊れるほどの祭りであったので、別名、

岸和田けんか祭りとも言われました。 

 ３００年以上の伝統を持つだんじり祭りは、岸和田市民の最高の誇りとして、毎年９月敬老の

日（月）前の土曜日と翌日曜日に行われ、３４台のだんじりが城下町を勇壮、豪快なショーを繰

り広げます。 年齢と組織別に、秩序正しい統制のもとに運営されている祭りは、日本で現存す

る祭りの中でも、他に類をみません。 

 

だんじり用語： 

曳き出し： 勇壮、豪快、全速力で、だんじり祭りの開始です。 午前６時の市役所のサイレンを

合図にすべてのだんじりが城下町の通りを疾走します。 

 

やりまわし： 前梃と後梃の働きを利用して、自由に方向を変えることができます。 四ツ辻でだ

んじりを直角に素早く方向を変えることです。 祭りの中で最もドラマティックな見せ場です。 

 

大工方： 大屋根の上で軽やかに踊ることは、大工方にとっては最大の喜びです。 「飛行機乗

り」と呼ばれる踊りは特に有名で、両手を広げながら、１本足で大屋根の上で立ちます。 ウチ

ワを使いながら方向指示をします。 

 

彫り物： 各だんじりの側面には沢山の精巧な木の彫り物が見られます。 日本の昔の有名な戦さ

の場面を表しています。 

 

宮入り： 祭りの２日目午前に、３４台のだんじりが３つのグループに分かれて、それぞれの神社

に参拝するために曳行されます。  

 

灯入れ曳行： 夜になると、だんじりは赤い提灯で飾られ、メインストリートをゆっくりと曳行

されます。明るく輝いた提灯、リズミカルな太鼓と囃子声は、夜店の呼び子の声や食べ物の匂い

と調和良く溶け合い、町全体をほのぼのとした、平和的な雰囲気に包みます。 



だんじり曳行時間 

 

１日目：     

  ６：００ －   ７：３０   曳き出し 

９：３０ － １１：３０   曳行 

 １３：００ － １７：００   曳行 

１９：００ － ２２：００   灯入れ曳行 

2日目： 

    ９：００ － １２：３０   宮入り 

     １３：００ － １７：００   曳行 

   １９：００ － ２２：００   灯入れ曳行 

 

だんじりは、総けやき造りで、重さ約４トン、 高さ３．８メートル、 長さ４メートル、 幅

２．５メートルです。 曳き綱は、長さ１００メートルから２００メートルで、５００人から１，

０００人によって曳かれます。 バロック式のだんじりは、昔の桃山文化の最高に美しい建物と

言われる日光東照宮の陽明門と同じくらいの美しさを持っています。 

近年インターネットの急速な普及により、毎年世界の国々から沢山の外国人が、岸和田だんじ

り祭りを見物にやって来ます。 岸和田市国際親善協会が毎年設置している「外国人のためのだ

んじりインフォメーションセンター」には、３５カ国以上、３００人以上が訪れ、フェイスブッ

ク等で世界へ、岸和田だんじり祭りのニュースが発信されています。 

 だんじりを見物するベスト３の場所は、こなから坂（日曜日午前中のみ）、駅前通り、そして

カンカン場です。 また、カンカン場では予約制の有料観覧席があります。 

 

構成  ① 大屋根 

② 小屋根 

③ 前梃 

④ 後梃 

⑤ 大工方  

                     


